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MOX燃料の基礎物性評価の一環とした、O/Mを 2.00に調整した PuO2のエンタルピーを測定し、その温度依

存性から比熱を評価した。 
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1. 緒言 MOXの比熱は Kopp-Neumann則より UO2と PuO2の比熱の組成平均から評価されるケースが

多いが，PuO2の比熱の測定データは少なく，特に高温領域の比熱の温度依存性については現在も議

論されている。本研究では、PuO2試料を用い，高温領域の比熱の温度依存性を評価するためにドロップ

法を用いてエンタルピーを測定し，得られたエンタルピーの温度依存性から比熱の温度依存性を評価し

た。 

2. 実験 試験に供試した試料は，PuO2粉末を焼結し，得られた焼結体の O/Mを 2.00に調整し，これを試料

容器（タングステン製）に装荷して真空封入し，ドロップカロリーメータを用いて 980～2160Kの範囲

のエンタルピー測定を実施した。また，試料はレニウム製内容器に収納することで試料容器との反応を抑

制した。 

3. 結果・考察 Fig. 1に測定した PuO2のエンタルピーの温度依存性を文献値（UO2, PuO2）とともに示す

[1]。測定値にややばらつきはあるが、1900K以下の範囲では，PuO2のエンタルピーの測定値は文献値と

ほぼ同様であり、温度に対して一定の割合で上昇する傾向を示した。一方，1900K以上では温度の上昇に

したがってエンタルピーの上昇割合が徐々に大

きくなる傾向を示した。エンタルピーの温度依

存性の解析から得られた比熱は、1900K以下で

はほぼ一定値であるが、1900K以上において比

熱が上昇し始める傾向が観測された。 

4. まとめ PuO2試料について 2000Kを超える高温

域のエンタルピー測定を実施した。エンタルピー

の温度依存性は 1900K以上から上昇率が大きくな

る傾向を示し，これにともない比熱が上昇し始め

る傾向が観測された。 
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Fig. 1 Enthalpies of UO2 and PuO2. 
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